
第七十五巷　昂三號

カウッキー帝國主義論の原型……・

反トラスト政策と「條理の原則」・

選揮と不確實性……・…………・・…・

努働蕪の政策艘系について……・・
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・・ 寺尾晃洋（50

〔昭和三十年三月〕



京

都
大
學
経
濟
學
會
規
則

第
一
條
　
本
會
を
京
都
大
毘
経
漕
毘
曾
と
構
す
る

第
二
條
　
本
會
は
左
の
會
員
を
以
て
組
織
す
る

　

　
ω
正
會
員

㊥
學
生
會
員

内
賛
助
會
員

⇔
名
警
㊥
員

第
三
條

第
四
條

　第第
　六五

一條條
、

前
條
の

外
所
定
の
會
費
を
納
め
て
「
経
濟
論
叢
」

布
を
受
け
る
個
入
及
團
豊
は
購
讃
會
員
と
す

特
別
の

場
合
に
限
り
前
二
條
に
定
め
ら
れ
た
曾
員
以
外

の

者
に
も
倉
員
に
準
ず
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

る本
旬
の
事
務
所
　
は
京
都
へ
大
學
経
潜
‥
躍
部
内
に
置
く

本
會
は
左
の
恵
工
茉
を
行
・
つ

機
關
雑
誌
「
経
滋
論
叢
」
を
襲
行
す
る
こ
と

「
経
漉
論
叢
」
ぱ
毎
月
一
同
護
行
す
る
、
但
し
臨
時
特

別
號
を
護
行
す
る
こ
と
が
あ
る

「
経
濟
學
研
究
叢
書
」
を
登
行
す
る
こ
と

京
都
大
學
経
濟
屡
部
教
授
、
助
教
授
、
講
師

助
手
及
同
學
部
出
身
者

京
都
・
ア
恩
経
濟
厚
部
麗
生

本
會
の
事
業
を
賛
助
す
る
者

京
都
大
學
法
學
部
教
授
、
助
教
授
、
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

頒

二
、三

、
毎
月
一
回
恩
術
研
究
倉
を
開
催
す
る
こ
と

四
、
毎
年
一
回
公
開
講
演
禽
を
開
催
す
る
こ
と

第
七
條
　
（
略
）

第
八
條
　
（
昨
）

第
九
條
　
會
員
に
は
雑
誌
を
配
布
す
る
、
但
し
臨
時
特
別
號
は
此

　
　
　
　
限
り
で
は
な
い

第
十
條

　
會
員
は
左
の
會
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第

†
一
條
　
本
曾
規
則
の
改
正
攣
更
及
財
琵
の
虚
分
は
評
議
員
會

　
　
　
　
　
の
決
議
に
よ
る

　
昭
和
二
十
七
年
十
二
月

京
都
大
學
経
濟
學
會

一

卒
業
生
名

簿
に

つ
い

て

　
京
都
大
畢
経
濟
里
部
は
創
立
以
來
三
十
有
五
年
の
歴
史
を
有
し
、
八

千
五
百
鹸
名
の
卒
業
生
各
位
が
實
業
界
、
官
界
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
方
面

に

お

い

て
、
御
活
躍
し
て
居
ら
れ
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
御
同
慶
に
堪
え

な
い
吹
第
で
御
座
い
ま
す
。

　
卒
業
生
各
位
の
御
動
静
を
お
互
に
知
り
合
う
こ
と
は
、
何
か
に
つ
け

て

便
利
で
あ
り
、
恩
部
將
來
の
稜
展
の
た
め
に
も
、
寄
與
す
る
こ
と
で

あ
る
と
存
じ
ま
し
て
、
卒
業
生
名
簿
を
昭
和
二
十
七
年
初
め
て
襲
行
致

し
ま
し
た
が
、
何
分
に
も
最
初
の
こ
と
で
も
あ
り
、
不
備
の
黙
も
多
々

あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
訂
正
し
そ
の
後
の
卒
業
生
を
塘
補
し
て
今

般
昭
和
三
十
年
版
を
襲
行
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
何
卒
御
購
入

下
さ
る
よ
う
お
願
い
た
し
ま
す
。

概
要
は
左
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

一　
隈

　
　
　
裁
　
　
1
3
5
到
　
縦
組
　
一
二
〇
鹸
頁

一
　
内
　
　
　
容
　
　
卒
業
年
次
別
五
士
晋
順
に
氏
名
、
出
身
校
、
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
、
勤
務
先
、
電
話
番
號
を
掲
げ
、
別
に
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　

蒋
順
の
総
索
引
、
在
恩
生
名
簿
を
附
す

一
　
稜

　
　
　
行
　
　
昭
和
二
十
九
年
十
二
月

一　

頒
　
　
　
贋

　
　
三
百
圓
（
邊
料
を
含
む
）

　
名
簿
代
金
の
取
扱
に
つ
い
て
は
第
一
銀
行
百
萬
遍
支
店
に
便
宜
代
行

致
さ
せ
ま
す
か
ら
御
途
金
は
同
支
店
宛
と
し
振
替
口
座
（
京
都
一
二
七

〇
〇
番
）
へ
御
描
込
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
通
信
欄
に
は
、
氏
名
、
卒
業
年
次
、
現
佳
所
及
勤
務
先
等
を
御

明
記
下
さ
い
。

　
　
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
　
　
日

京
都
大
學
経
濟
學
會



記

事

第
七
十
五
巻

　
　
二
〇
〇

　
　
第
三
號
　
　
六
八

　
　
　
　
記
　
　
事

　
経
濟
學
會
月
例
研
究
報
告
會

　
昭

和
三
十
年
二
月
十
七
日
（
木
）
午
後
一
時
よ
り
樂
友
會
館

　
に

於
て
開
催
さ
れ
左
の
研
究
報
告
［
が
あ
つ
た
。

1
　
経
濟
學
に
お
け
る
調
査
活
動
と
學
會
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島

恭

彦
氏

1
　
へ
ー
ゲ
ル
膿
系
に
お
け
る
経
濟
學
と
辮
諮
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
干

井

俊

彦
氏

　
　

執

静

　
田

越
　
後

西
　
　
川

寺
　
尾

筆和晃

洋徹典均者
　　　　紹介

京
都
大
學
教
授

京
都
大

學
大

學
院

研
究
奨
學
生

京
都
大
學
大
學
院

研
究
科
學
生

京
都
大

學
大
學
院
研
究
奨
學
生



「…
次

…
目既刊

第
七
十
四
巻
第
六
號

定十

償万

ハ日

Oi愛

回行

勢
使
協
議
制
に
つ
い
て
…
…
：
…
…
・
…
田
杉
　
　
競

明

治
初
期
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
：
・
…
＝
呉
藤
素
一

死
亡
率
に

つ
い
て

…
…
…
…
…
…
・
：
…
谷
山
薪
…
良

第
七
＋
五

藁
一
號
　
㌫
石
醸

流

民

考

…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
穂
積
文
雄

蒙
古

民
族
の

肚
會
経
潜
史
的
二
老
察
…
伊
献
膝
幸
一

陶
‥
磁
器
業
の
産
誰
革
－
命

　

（
瀬
戸
と
名
古
屋
）
…
…
…
…
…
－
∴
一
一
島
康
雄

。

鶴
霧
記
み
銘
酊
翫
韻
大
藪
輝
雄

第
七
十
五
朱
第

二
號

二

月
一
1
1
登
行

定

債

　
六
〇
閲

財
政
と
償
値
問
題
…
…
…
：
…
…
：
・
・
…
大
畑
文
七

二
つ

の

袈
制
間
の

　
貿
易

關
係
に
つ
い
て
…
…
：
…
…
…
・
森
田
桐
郎

寄
生

地
・
王
制
の
形
成
過
程
…
…
…
…
…
内
藤
正
中

ヴ

ェ

・

イ
・
レ
ビ
エ
ヂ
エ
フ
「
一
七
ー

　
一
八
世
紀
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
農
民

　
諸
蓮
動
の
性
格
に
闘
す
る
問
題
に
よ

　
せ
て

」

…
…
…
…
…
…
・
・
：
…
…
：
…
幅
冨
正
質

　
倉
員
　
経
纐
論
き
昭
和
手
差
七
月
窮
陶
拓
ー
ノ

　
久
羽
位
へ
　
　
　
行
致
し
、
、
－
お
り
ま
す
が
、
こ
の
機
、
會
に
W
遅
を

御
納
入
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
一
、
會
費
納
入
先

　
　
　

京
都
市
左
京
匝
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　
京
都
大
恩
経
濟
恩
部
内

　

　

　

　

　

　

　

京

都
大
嬰
経
濟
學
曾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
替
口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

　
一
、
愈
費
　
年
額
　
八
〇
〇
圓
（
前
納
）

　
一
、
會
員
各
位
の
本
籍
、
現
住
所
、
氏
名
、
出
身
高
校
名
、
卒
業

　
　

年
吹
、
就
職
先
を
箆
會
ま
で
御
通
知
下
さ
い
ぐ

　
一
、
會
員
外
の
雑
誌
購
入
は
有
斐
閣
へ
お
申
込
下
さ
い
。

　行

所

；曇
茎

警曇i

婆経・中
阪

吾濟町

奎學

藷會

印　登編

刷　行集

所　人粂
　京　　酸印

鴫簾行刷

醜治
印條

刷欝良
　ノ

・村禦左

勝會藷衛

　治肚地　門

昭昭
和和

†十
年年

月月

†
日日

定

債

六

〇

圓

稜

買

所
　
　
株
式
會
吐

本
　
　
肚

京
都
支
店

有

　
斐
　
閣

東
京

都
千

代
田

匝
赫
田

肺
保
町

二
丁

目
十
七
番
地

京
都
市

左
京

廠
北
白
川

農

麟

部

電
　
停
　
前
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